
一般社団法人佐賀青年会議所 2026 年度 基本方針 
                           国際グループ 国際委員会 委員長 野中 択人 

委員会の 

基本方針 

国際交流を通じて多様な価値観を理解し、佐賀青年会議所メンバーが国際的視野と民間外交

の感覚を身につける機会を創出します。地域を担う青年として、海外との持続的で実践的なつ

ながりを構築します。 

委員会の 

設置背景 

近年、社会・経済活動の国際化が急速に進み、地域においても多様な文化を理解し国際的に

協働できる人材が求められています。佐賀においても外国人材の増加や海外との交流拡大

が進む中、国際的な視点を持つ青年の育成が地域発展における重要な課題となっておりま

す。 

委員会の 

設置目的 

言語の違いや距離、渡航経験の有無などから国際交流に参加しにくいと感じるメンバーが多

く、心理的・実務的なハードルが高い現状があります。 

国際委員会では、こうした参加への障壁を取り除き、多くのメンバーが自然に国際交流へ関わ

れる環境を整えることで、国際的視野と民間外交の姿勢を育むことを目的とします。 

委員会 

概要 

1.新年会の企画・運営(1 月) 

佐賀青年会議所メンバーが、70 周年を始めとする事業への気運を高めることができ、一致団

結して、2026 年度を勢いづかせる新年会を企画します。佐賀青年会議所シニア・クラブの先

輩方や行政機関をはじめとする来賓の皆様に、70 周年に向けた意気込みや 2026 年度らしい

発信を行うことで、各種団体・企業との事業に対する連携協力関係の強化につなげます。 

◆パートナー 

(1)各地青年会議所(協働) 

(2)佐賀青年会議所 シニア・クラブ(協働) 

(3)佐賀県・県内各市町(協働) 

(4)国会議員・県市議会議員(協働) 

(5)各種団体・企業(協働) 

2.社團法人台南市新營國際青年商會との交流、関係強化(3 月、8 月) 

新營國際青年商會と佐賀青年会議所を通じて民間外交を活発化させ、次世代を担うリーダー

を育成します。佐賀と新營のこれまでの交流をグローバルピース事業に焦点をあて、世界平

和の実現の一歩を踏み出す為に、民間交流を通じた、平和に関する意識醸成を目指します。

また、県内自治体や議会への訪問を行う事で県下自治体との日台交流を促進させるととも

に、各団体・企業との交流事業を併せて行い、ビジネス面での交流での促進を行います。 

◆パートナー 

(1)社團法人台南市新營國際青年商會(協働) 

(2)佐賀青年会議所シニア・クラブ(協働) 

(3)佐賀県・県内各市町(協働) 

(4)各種団体・企業(協働) 

(5)県内児童・生徒(協働) 

3.【70 周年記念事業】広域連携で拓く佐賀の未来事業の企画・運営(4 月) 

佐賀がより地域として飛躍していくためには、国際的な視座を高く持つ必要があります。国際

的な広がりを拡大していくためには、九州佐賀国際空港を環有明エリアの国際ハブ空港として

再認識し、併せて、有明沿岸道路の早期接続を加速させることで、佐賀市及びその周辺のポ

テンシャルを拡げます。 

◆パートナー 

(1)環有明 LOM 会議所属青年会議所(協働) 

(2)熊本青年会議所(協働) 

(3)佐賀県・県内各市町(協働) 

(4)国土交通省九州地方整備局(協働) 

4.佐賀城下栄の国まつりでの企画・運営(5 月) 

佐賀県民のシビックプライドを育むために、佐賀城下栄の国まつりの総おどり等の企画に参画

し、地元の楽しさを再認識するとともに、地域を支える各団体との交流を深めます。 

◆パートナー 

(1)佐賀城下栄の国まつり振興会(協働) 



 
 

(2)各種団体・企業(協働) 

5.ASPAC(新潟大会)への参加促進(6 月) 

ASPAC はアジア太平洋地域の青年会議所メンバーが集い、国際的な交流と学びを深める場

です。佐賀青年会議所として参加することで、地域の魅力を広く発信し、国際的視野を持った

人材育成につながります。ブース出展を通じて佐賀の文化や活動を紹介し、交流を広げること

で新たな協働の可能性を創出します。多くのメンバーが参加することで、組織の結束力を高

め、未来に向けた挑戦の礎を築きます。 

◆パートナー 

(1)(公社)日本青年会議所 国際グループ 国際会議支援委員会(協働) 

6.【70 周年記念事業】世界に向けた佐賀の魅力発信事業の企画・運営(9 月) 

70 周年の機会を捉えて、佐賀の隠れた魅力を掘り起こし、世界各国の方々に、発信していき

ます。 

◆パートナー 

(1)(公社)日本青年会議所 国際グループ国際会議支援委員会 (協働) 

(2)佐賀県・県内各市町(協働) 

(3)社團法人台南市新營國際青年商會(協働) 

(4)海外 NOM(JCI フィリピン、JCI インドネシア、JCI 韓国、JCI モンゴル、JCI シンガポール、

JCI インド、JCI マカオ、JCI 香港、JCI コートジボワール、JCI ウズベキスタン)(協働) 

(5)各種団体・企業(協働) 

7.世界会議(クラーク大会)への参加促進(11 月) 

世界会議は世界中の青年会議所メンバーが集結し、グローバルな課題解決やリーダーシップ

を学ぶ最大の舞台です。佐賀青年会議所が参加メンバーの参加を促進することで、国際的な

ネットワークを広げ、地域の発展に資する新たな知見を得ることができます。また、ブース出展

では佐賀の魅力を世界に発信し、交流を通じて持続可能な社会づくりに貢献します。多くのメ

ンバーが参加することで、国際的な視野を持つ人材育成と組織の成長を促進します。 

◆パートナー 

(1)(公社)日本青年会議所 国際グループ JCI 関係委員会(協働) 

8.卒業生を送る会(12 月) 

佐賀青年会議所の活動に一身を捧げて過ごしてこられた卒業生へ感謝の気持ちを伝えるとと

もに、卒業をされてからも一層繋がりを持っていただくために、思い出に残る卒業生を送る会

を開催します。 

◆パートナー 

 該当なし 


